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《
表
　
紙
》

三
刀
屋
川
河
川
敷
の
篝
火写

真
提
供
：
雲
南
市
三
刀
屋
町
在
住　

陶
山 

肇 

氏

法
人
会
と
は

　

正
し
い
税
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
。
も
っ
と
積
極
的
な
経
営
を
め
ざ
し

た
い
。
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
。
そ
ん
な
経
営
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る

全
国
組
織
、
そ
れ
が
法
人
会
で
す
。
現
在
、
約
70
万
社
の
会
員
企
業
、
41

都
道
府
県
に
４
４
０
の
会
を
擁
す
る
団
体
で
す
。

　

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
貢
献
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
研

鑽
を
支
援
す
る
各
種
の
研
修
会
、
ま
た
、
地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
健
全
な
納
税
者

の
団
体
、
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
、
こ
れ
が
法
人
会
で
す
。

法
人
会
の
理
念

法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

企
業
の
発
展
を
支
援
し　

地
域
の
振
興
に
寄
与
し

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

経
営
者
の
団
体
で
あ
る
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・
税
制
改
正
要
望
活
動
の
実
施

雲
南
市
長
、
同
市
議
会
議
長
（
本

会
所
属
の
自
治
体
と
し
て
）
へ

令
和
８
年
度
税
制
改
正
要
望
書

提
出

・
研
修
会
の
開
催

税
務
研
修
会�

３
回

経
済
及
び
経
営
に
関
す
る
研
修
会

　

１
回

青
年
部
会�

１
回

女
性
部
会�

１
回

雲
南
市
支
部�

５
回

奥
出
雲
支
部�

２
回

飯
南
支
部�

１
回

・
文
化
講
演
会
の
開
催

「
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
・
経
済

～
日
本
再
生
の
た
め
に
何
が
必

要
か
～
」

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

須
田
慎
一
郎
氏

・
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣　

雲
南
管
内
小
学
校
19
校
、
中
学

校
１
校
、
幼
児
園
２
園
で
開
催

・
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
協
力

・
奉
仕
活
動
の
実
施

・
節
電
啓
発
活
動
「
い
ち
ご
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
画

・
会
報
「
雲
南
」
の
発
行　

２
回

71
号
・
72
号

・
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
懸
垂
幕
の
設
置

・
福
利
厚
生
制
度
の
推
進

・
会
員
増
強
運
動
の
推
進

・
青
年
部
会
活
動

・
女
性
部
会
活
動

・
支
部
活
動

・
全
国
大
会
（
高
知
大
会
）
へ
の

出
席

・
全
国
青
年
の
集
い
（
山
梨
大
会
）

へ
の
出
席

・
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
北
海

道
大
会
）
へ
の
出
席

・
諸
会
議
の
開
催

総
会�

１
回

役
員
会�

４
回

総
務
委
員
会�

３
回

組
織
委
員
会�

１
回

研
修
委
員
会�

２
回

税
制
委
員
会�

１
回

広
報
委
員
会�

２
回

厚
生
委
員
会�

１
回

主な令和７年度事業報告

　６月３日、雲南市木次経済文化会館「チェリヴァホール」において、第 14 回定時総会を、都田大
東税務署長をはじめ多数の来賓の皆様ご臨席のもと、開催しました。
　加藤会長挨拶の後、来賓を代表して大東税務署長 都田建輔様、島根県東部県民センター雲南事務
所長 石飛保幸様、島根県議会副議長 高橋雅彦様、雲南市市民環境部長 細木浩之様より祝辞をいた
だきました。その後、加藤会長が議長となり議事に入りました。
　「令和７年度事業報告書」について事務局から説明の後、第１号議案「令和７年度財務諸表承認に
ついて」審議され、原案どおり可決承認されました。次に、「令和８年度事業計画書」「令和８年度
収支予算書」についての報告が事務局からあり定時総会は滞りなく終了しました。

加藤会長 挨拶 大東税務署 都田署長 挨拶

第14回定時総会を開催第14回定時総会を開催
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令和８年度収支予算書 令和７年度正味財産増減計算書
令和 8 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日まで 令和７年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日まで（単位：円） （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増   減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 1.　経常増減の部

　（1）経常収益

　基本財産運用益 5,000 300 4,700

　特定資産運用益 15,000 200 14,800

　受取会費 3,828,000 3,859,000 △ 31,000

　事業収益 1,010,000 1,596,000 △ 586,000

　受取補助金等 6,117,200 5,711,900 405,300

　受取負担金 662,000 590,000 72,000

　雑収益 232,800 342,600 △ 109,800

　【経常収益計】 11,870,000 12,100,000 △ 230,000

　（2） 経常費用

　事業費 9,924,610 10,315,510 △ 390,900

　管理費 1,945,390 1,784,490 160,900

　【経常費用計】 11,870,000 12,100,000 △ 230,000

　　当期経常増減額 0 0 0

　　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　　一般正味財産期首残高 13,298,804 14,071,199 △ 772,395

　　一般正味財産期末残高 13,298,804 14,071,199 △ 772,395

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　受取補助金等 5,717,200 5,361,900 355,300

　一般正味財産への振替額 △ 5,717,200 △ 5,361,900 △ 355,300

　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 13,298,804 14,071,199 △ 772,395

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
 1.　経常増減の部
　（1）経常収益
　基本財産運用益 6,285 271 6,014
　特定資産運用益 17,092 4,394 12,698
　受取会費 3,855,500 3,850,500 5,000
　事業収益 1,856,140 893,500 962,640
　受取補助金等 6,159,900 5,720,600 439,300
　受取負担金 690,000 598,000 92,000
　雑収益 299,577 342,127 △ 42,550
　【経常収益計】 12,884,494 11,409,392 1,475,102
　（2）経常費用
　事業費 11,659,766 9,875,561 1,784,205
　管理費 1,997,123 1,863,207 133,916
　【経常費用計】 13,656,889 11,738,768 1,918,121
　　当期経常増減額 △ 772,395 △ 329,376 △ 443,019
 2.　経常外増減の部
　（1）経常外収益
　【経常外収益計】 0 0 0
　（2）経常外費用
　【経常外費用計】 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △ 772,395 △ 329,376 △ 443,019
　　一般正味財産期首残高 14,071,199 14,400,575 △ 329,376
　　一般正味財産期末残高 13,298,804 14,071,199 △ 772,395
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　受取補助金等 5,361,900 5,235,600 126,300
　一般正味財産への振替額 △ 5,361,900 △ 5,235,600 △ 126,300
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　 正味財産期末残高 13,298,804 14,071,199 △ 772,395
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１
．
基
本
方
針
・
重
点
事
項

⑴
公
益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
基
準
に

沿
っ
た
公
益
事
業
の
積
極
的
展
開
を

図
る
。

⑵
法
人
会
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
「
自

己
啓
発
の
支
援
」「
納
税
意
識
の
向

上
」「
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全

な
発
展
に
貢
献
」
の
効
果
的
な
事
業

を
展
開
す
る
。

⑶
健
全
な
納
税
団
体
と
し
て
の
役
割
を

全
う
す
べ
く
会
員
増
強
を
進
め
、
法

人
会
組
織
の
拡
充
強
化
を
図
る
。

⑷
適
正
公
平
な
税
制
と
租
税
負
担
の
合

理
化
を
図
る
た
め
、
各
関
係
機
関
を

通
じ
て
要
望
を
行
い
、
そ
の
実
現
を

期
す
る
。

⑸
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
利
用
推
進
へ
の
各
種
推

進
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

⑹
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
自
覚
と
共
に
、
税
務
当
局
と
の

連
絡
協
調
を
保
ち
、
納
税
者
と
税
務

当
局
の
間
の
相
互
理
解
の
醸
成
に
努

め
、
税
務
知
識
の
普
及
を
通
じ
て
納

税
道
義
の
高
揚
を
図
り
、
公
正
な
税

制
と
円
滑
な
税
務
行
政
に
寄
与
す

る
。

２
．
主
な
事
業
計
画

公
益
関
係

⑴
税
の
啓
発
活
動

・
研
修
事
業

　

広
く
一
般
に
対
し
、
税
制
改
正
等
税

務
知
識
の
一
層
の
普
及
啓
発
を
目
的

と
し
た
研
修
会
の
開
催

・
租
税
教
育
事
業

　

租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣

　

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
協
力

・
広
報
事
業

　

会
報
「
雲
南
」
の
発
行�

年
２
回

　

全
国
法
人
会
総
連
合
発
刊
の

　

｢

ほ
う
じ
ん｣

の
配
付�

年
４
回

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
推
進
懸
垂
幕
の
設
置

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

広
報
委
員
会
の
開
催

・
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
及

び
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
促
進

　
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
及

び
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
普
及
の
た
め
の

諸
施
策
を
実
施

・
消
費
税
期
限
内
納
税
の
促
進

　

消
費
税
期
限
内
納
税
の
た
め
の
推
進

活
動
展
開

⑵
税
制
提
言
活
動

・
法
人
税
、
所
得
税
、
消
費
税
等
税
全

般
に
つ
い
て
の
令
和
９
年
度
税
制
改

正
要
望
事
項
の
検
討
、
提
言
書
提
出

・
税
制
に
関
す
る
情
報
提
供

・
税
に
関
す
る
調
査
研
究

・
税
制
委
員
会
の
開
催

⑶
経
営
支
援
活
動

・
地
域
経
済
、
地
域
社
会
活
性
化
に
向

け
て
の
経
済
及
び
経
営
に
関
す
る
講

習
会
、
研
修
会
の
開
催

・
参
考
資
料
の
配
付

⑷
地
域
発
展
活
動

・
法
人
会
、
雲
南
各
地
区
商
工
会
、
島

根
県
農
業
協
同
組
合
雲
南
地
区
本

部
、
雲
南
税
務
関
連
五
団
体
と
の
共

催
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
開
催

・
研
修
委
員
会
の
開
催

共
益
関
係

⑴
福
利
厚
生
事
業

・
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
の
推
進

（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
制
度
の
推
進
（
Ａ

Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
）

・
が
ん
保
険
制
度
の
推
進
（
ア
フ
ラ
ッ

ク
）

・
健
康
経
営
の
取
組
み

・
厚
生
委
員
会
の
開
催

⑵
会
員
増
強
活
動

・
会
員
増
強
運
動
の
推
進

　

９
～
12
月
（
推
進
強
化
月
間
）

　

会
員
加
入
率
55
％
目
標

・
青
年
部
会
会
員
増
強
へ
の
支
援

・
女
性
部
会
会
員
増
強
へ
の
支
援

・
組
織
委
員
会
の
開
催

⑶
支
部
等
事
業

・
総
会
、
総
代
会
の
開
催

・
研
修
会
の
開
催

⑷
青
年
部
会
活
動

・
年
次
大
会
の
開
催

・
理
事
会
の
開
催

・
研
修
会
の
開
催

・
部
会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡
充
強

化
・
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
実
施

・
部
会
員
親
睦
事
業
の
実
施

・
島
根
県
法
人
会
連
合
会
青
年
部
会
連

絡
協
議
会
へ
の
協
力

・
全
国
青
年
の
集
い
島
根
大
会
へ
の
協

力
・
全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加

⑸
女
性
部
会
活
動

・
全
体
会
の
開
催

・
理
事
会
の
開
催

・
研
修
会
の
開
催

・
部
会
員
親
睦
事
業
の
実
施

・
島
根
県
法
人
会
連
合
会
女
性
部
会
連

絡
協
議
会
へ
の
協
力

・
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

管
理
関
係

⑴
諸
会
議

・
総
会
の
開
催

・
監
査
会
の
開
催

・
理
事
会
の
開
催

・
運
営
委
員
会
の
開
催

・
正
副
会
長
会
の
開
催

・
総
務
委
員
会
の
開
催

・
支
部
、
地
区
役
員
会
の
開
催

⑵
そ
の
他

・
法
人
会
全
国
大
会
へ
の
参
加

・
中
法
連
事
業
へ
の
参
加

・
県
法
連
事
業
へ
の
参
加

・
雲
南
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
へ

の
協
力

・
雲
南
税
務
関
連
五
団
体
連
絡
協
議
会

へ
の
協
力

令和８年度事業計画
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令和８年度 一般社団法人島根県法人会連合会表彰
　６月 18 日、浜田ワシントンホテルにおいて一般社団法人島根県法人会連合会第 14 回定時総
会が開催され、表彰式では本会からは次の皆様がめでたく受賞されました。お祝い申し上げます。

（敬称略）

公益財団法人 全国法人会
総連合会長表彰 松　下　周　二　雲南市支部 掛合吉田地区

一般社団法人 島根県法人会
連合会会長表彰

細　木　　　晃　奥出雲支部

内　田　政　己　奥出雲支部

会員増強表彰 高加入率を長期間維持している単位会に対する表彰〔会員加入率基準〕

（公社）雲南法人会努力賞

大型総合保障制度〔役員加入率基準〕

（公社）雲南法人会優秀賞

福利厚生制度推進表彰

令和８年度 雲南税務関連五団体連絡協議会役員名簿
役職名 氏  名 団　体　名

会　長 加 藤 欽 也 公益社団法人雲南法人会

副会長 藤 原 清 文 中国税理士会出雲支部大東部会

副会長 植 田 良 二 雲南地区納税貯蓄組合連合会

副会長 櫻 井 伸 一 雲南青色申告会連合会

副会長 木 村 昭 憲 雲南間税会

理　事 藤 原 道 則 中国税理士会出雲支部大東部会

理　事 高 橋 日 出 男 雲南地区納税貯蓄組合連合会

役職名 氏  名 団　体　名

理　事 石 川 康 弘 雲南地区納税貯蓄組合連合会

理　事 庄 司 隆 志 雲南青色申告会連合会

理　事 岩 本 弘 一 公益社団法人雲南法人会

理　事 田 中 浩 二 公益社団法人雲南法人会

理　事 細 木 　 晃 公益社団法人雲南法人会

監　事 塔 村 勇 治 雲南青色申告会連合会

監　事 鳥 谷 昌 平 公益社団法人雲南法人会

「雲南税務関連五団体連絡協議会」定期総会
活 動 報 告

　９月 11 日、三刀屋交流センターにおいて雲南税務関連五団体連絡協議会
定期総会が伊藤洋一大東税務署長をはじめ多数の来賓の皆様ご臨席のもと、
開催されました。本会からは加藤会長他３名が出席しました。総会は、加藤
会長挨拶に続き、伊藤大東税務署長よりご祝辞をいただき議事に移りました。
令和７年度事業報告では、租税教室開催報告や小学６年生への税の下敷きの
贈呈などの報告がありました。令和８年度事業計画では、税の広報活動や租
税教室への講師派遣、また、今年度は税の下敷きに代わり税のクリアファイルを小学６年生へ贈呈するこ
となどが承認されました。
　続いて、任期満了に伴う役員改選が行なわれ、会長には本会の加藤会長が再任され総会は閉会しました。
　令和８年度の役員は次のとおりです。

税務関連五団体総会



－ 5 －

　今年度の租税教室は雲南税務関連五団体が小学校 15 校、中学校１校を
担当し、法人会では主に小学校での租税教室を開催しました。青年部会
の皆さんを中心に講師として、それぞれ地元の小学校で児童の皆さんに
税の役割や仕組みなど分かりやすく説明していただきました。今年度か
らリニューアルされた「カノンとスバルの３つの願い」のＤＶＤや税で
作られた身近な建物などの写真を使って、暮らしの中にたくさんの税金
が使われていることを学んでもらいました。自分たちの小学校でもたく
さんの税金が使われていることに驚いていました。租税教室をきっかけ
に、税金について関心を持ってもらえる良い機会になりました。
　本年度の開催校は次のとおりです。

（小学校）

開催校 開催日 担当団体 講　　師 同行者

雲 南 市 木 次 小 学 校 R8.6 .1 法 人 会 田中　浩貴

奥出雲町 仁 多 小 学 校 R8.6 .1 法 人 会 宇田川洸平
八澤　豊幸

雲 南 市 海 潮 小 学 校 R8.6 .2 法 人 会 藤原　史典

雲 南 市 加 茂 小 学 校 R8.6 .2 法 人 会 高橋　大輔

雲 南 市 斐 伊 小 学 校 R8.6 .8 法 人 会 大高　賢二

飯 南 町 頓 原 小 学 校 R8.6 .9 法 人 会 大森晃一郎 渡部　拓真

奥出雲町 横 田 小 学 校 R8.6.12 納 貯 安部慎一郎

雲 南 市 阿 用 小 学 校 R8.6.19 法 人 会 塩野　　大

飯 南 町 志 々 小 学 校 R8.6.22 法 人 会 渡部　拓真

雲 南 市 吉 田 小 学 校 R8.6.25 法 人 会 高岡　裕司

雲 南 市 西 小 学 校 R8.6.30 法 人 会 糸原　　順

雲 南 市 三 刀 屋 小 学 校 R8.7 .2 法 人 会 梅木　聖司

雲 南 市 寺 領 小 学 校 R8.7 .8 法 人 会 大高　賢二 飛石　和宏

雲 南 市 大 東 小 学 校 R8.7 .8 法 人 会 野々村武志

雲 南 市 鍋 山 小 学 校 R8.7 .9 法 人 会 小畑　慎司

（中学校）

開催校 開催日 担当団体 講　　師 同行者

雲 南 市 掛 合 中 学 校 R8.7 .7 税理士会 西村　潤子
森山　　功

租税教室を開催

鍋山小学校

頓原小学校

木次小学校

横田小学校

西小学校

仁多小学校
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青年部会活動報告

新部会員紹介 年次大会の様子 野々村部会長

　

６
月
25
日
、
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
青
年
部
会
第
14
回
年
次
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
大
東

税
務
署 

都
田
署
長
、
竹
下
総
務
課
長

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
皆
様
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
々
村
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

都
田
大
東
税
務
署
長
、
加
藤
会
長
（
加

津
山
事
務
局
長
代
読
）
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
奉
仕
活
動
実
施
報
告

や
租
税
教
室
開
催
報
告
な
ど
の
令
和

７
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
決
算
報

告
書
、
ま
た
、
令
和
８
年
度
事
業
計

画
書
並
び
に
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
開
催
の

全
国
青
年
の
集
い
島
根
大
会
へ
の
協

力
、
租
税
教
室
の
開
催
な
ど
青
年
部

会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
加
入
部
会
員
の
紹
介

が
あ
り
、
次
に
野
々
村
部
会
長
か
ら

青
年
の
集
い
島
根
大
会
に
つ
い
て
当
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
全
国
か
ら
参
加
者
２
，０
０
０

名
規
模
の
大
会
と
な
る
た
め
、
部
会

員
に
運
営
協
力
の
呼
び
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
会
場
を
ホ
テ

ル
上
代
に
移
し
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
部
会

員
の
親
睦
も
深
ま
り
ま
し
た
。

第 14 回年次大会を開催

大東税務署 竹下総務課長

　

６
月
25
日
、
年
次
大
会
に
合
わ
せ
三
刀

屋
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
大
東
税
務
署 

総
務

課
長 

竹
下
弘
泰
氏
を
お
迎
え
し
「
暗
号
資

産
と
税
」
の
演
題
で
の
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。「
暗
号
資
産
」
に
つ
い
て
少
し
難

し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、「
暗
号
資
産
」

の
種
類
や
特
徴
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。
聴
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

講演会を開催

決起大会の様子

高橋設宴委員長、三澤設宴副委員長

　

11
月
19
、
20
日
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
青
年
の
集
い
島
根

大
会
の
決
起
大
会
が
、
７
月
24
日
、
ホ
テ
ル
一
畑
に
お
い
て
開
催
さ

れ
当
会
か
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議

会 

大
貫
会
長
、
島
根
大
会 

堰
大
会
会
長
よ
り
「
こ
の
大
会
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
の
士
気
も
高
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
行
委
員
会
各
委
員
長
、
副
委
員
長
の
紹
介
や

委
員
会
対
抗
の
ゲ
ー
ム
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
結
束
が
深
ま
り

ま
し
た
。

全国青年の集い
島根大会決起大会開催
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６
月
23
日
、
ホ
テ
ル
上
代
に
お
い

て
令
和
８
年
度
全
体
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
来
賓
に
大
東
税
務
署 

都

田
署
長
、
竹
下
総
務
課
長
、
親
会
よ

り
加
藤
会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

都
間
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
都

田
大
東
税
務
署
長
、
加
藤
会
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
議
事
に
移
り
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
、
令
和
７
年
度

事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
８
年
度

事
業
計
画
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
幼
児
園
で
の
税
の
紙
芝
居
実
施

報
告
、
雲
南
地
区
で
開
催
さ
れ
た
県

法
連
女
性
部
会
研
修
会
へ
の
参
加

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業

計
画
で
は
今
年
度
も
租
税
教
育
活

動
、
部
会
員
親
睦
事
業
の
実
施
な
ど

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で

は
、
国
際
中
医
美
容
師
・
国
際
中
医

薬
膳
師
・
看
護
師
な
ど
数
多
く
の
資

格
を
お
持
ち
の
和
田
芳
美
氏
に
お

越
し
い
た
だ
き
「
中
医
学
で
エ
イ
ジ

ン
グ
ケ
ア
～
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ

で
肌
の
若
さ
も
保
ち
ま
し
ょ
う
～
」

の
演
題
で
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
美
容
に
関
す
る
お
話
し
で
は
、

質
問
も
出
る
な
ど
興
味
津
々
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

女性部会活動報告

全体会・研修会を開催

　

４
月
16
日
、
第
20
回
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
埼
玉
大
会
が
、
さ
い
た
ま
市

の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
全
国

の
女
性
部
会
員
約
１
７
０
０
名
が
参
集
し

ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
、
都
間
部
会
長
、

事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
「
彩
の
国
（
さ
い
の
く
に
）
か

ら
輝
く
未
来
へ
～
女
性
が
創
る
新
時
代
～
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
落
語
家
の
林
家
た
い
平
氏
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、「
笑
顔
の
も
と
に

笑
顔
が
集
ま
る
」
の
演
題
で
の
講
演
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
術
に

聴
講
者
は
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
大
会
式
典
で
は
、
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
の
紹
介
や
埼
玉
県
内

の
女
性
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
や
社
会
貢
献

活
動
の
様
子
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
全
国
の
法
人
会
代
表
作
品

が
展
示
さ
れ
て
お

り
参
加
者
は
興
味

深
く
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
の
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
令
和
９
年
４

月
15
日
に
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

全国女性フォーラム埼玉大会

研修会の様子 和田芳美 氏 全体会の様子 都間部会長

支部・地区名 法　人　名 代表者氏名 加入月

雲南市支部木次地区 ㈱エステイケイ 二　澤　育　郎 ７月

令和８年４月～９月新 入 会 員 紹 介
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本
年
七
月
の
定
期
人
事
異
動
に

よ
り
、
大
東
税
務
署
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
任
は
東
京
国
税
局
で
、
西
日

本
で
の
勤
務
が
初
め
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
神
話
や
伝
説
、
国
宝
で

あ
る
銅
鐸
や
た
た
ら
製
鉄
な
ど
歴

史
的
・
文
化
的
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

清
ら
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
「
生

命
地
域
」
を
管
内
と
す
る
大
東
税

務
署
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大

変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
に
赴
任
し
て
、
地
域
や
企

業
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
職
務
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
の
思
い
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

貴
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、 着

任
ご
あ
い
さ
つ

大
東
税
務
署
長

　
伊
　
藤
　
洋
　
一

本
紙
上
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
健
全
な
納
税
意
識

の
高
揚
と
企
業
経
営
の
発
展
、
さ

ら
に
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

指
し
、
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

な
か
で
も
、
著
名
人
を
招
い
て

の
文
化
講
演
会
や
税
務
研
修
会
の

開
催
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
に

対
す
る
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
、

各
地
域
に
密
着
し
た
税
の
広
報
活

動
な
ど
多
様
な
活
動
を
展
開
さ
れ
、

高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
加
藤
会
長
を
は
じ
め

歴
代
の
役
員
の
方
々
と
会
員
の
皆

様
方
の
ご
熱
意
と
ご
努
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
の

た
め
に
は
、
納
税
者
の
皆
様
の
税

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
が
長
年
に

わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
こ

う
し
た
租
税
教
育
や
税
に
関
す
る

研
修
、
広
報
活
動
は
、
ま
さ
に
そ

の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

引
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
は
物
価
・
人
件
費
の

上
昇
や
国
際
情
勢
の
悪
化
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展
な
ど
に

よ
り
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
中
に
あ
っ
て

も
、
地
域
経
済
を
支
え
、
雇
用
を

生
み
出
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
会
員
の

皆
様
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

当
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
納
税

者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
と
よ
り

効
率
的
で
質
の
高
い
税
務
行
政
の

実
現
に
向
け
て
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

納
税
者
が
「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手

続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る

社
会
」
の
実
現
と
い
う
将
来
像
に

向
け
て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め

と
す
る
デ
ジ
タ
ル
手
続
き
の
利
用

促
進
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
、
税
務
行
政
の
良
き
理
解

者
と
し
て
、
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た

り
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
貴
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
並
び
に
会
員
企
業
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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大東税務署からのお知らせ大東税務署からのお知らせ

人 事 異 動 情 報

役　職
新 旧

氏　名 前　任　署 氏　名 新　任　署

署　長 伊
い

藤
とう

　洋
よう

一
いち 東京国税局

総務部 主任相談官 都
みやこ

田
だ

　建
けん

輔
すけ 広島国税局

総務部 総括相談官

総務課長 竹
たけ

下
した

　弘
ひろ

泰
やす

留　　任 竹
たけ

下
した

　弘
ひろ

泰
やす

留　　任

調査部門
統括官 須

す

田
だ

　佳
よし

樹
き

留　　任 須
す

田
だ

　佳
よし

樹
き

留　　任

大 東 税 務 署 機 構 図

総務課

調査部門

署　　長

伊藤　洋一 総務課長
竹下　弘泰

統括官
須田　佳樹

総務係 ２階

（令和８年７月 10 日現在）

管理運営・徴収担当 ２階

個人・法人 １階
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令和８年６月

国税庁では、納税者利便の向上等の観点からe-Taxや
キャッシュレス納付等によるオンライン手続を提供するな
ど、国税に関する手続や業務の在り方の抜本的な見直し
（税務行政のＤＸ）を進めているところです。

こうした各種オンライン手続の拡充を鑑み、令和８年10
月１日以降、全ての税務署で総合窓口における受付時間を
原則として午前９時から午後３時とすることとしましたの
で、御理解・御協力をお願いいたします。

※ 総合窓口の受付時間外であっても、開庁時間内（午前８時30
分から午後５時）に来署された場合には、対応しておりますが、
可能な限り受付時間内の来署をお願いします。

※ 税務署に電話で連絡される場合も、お急ぎの場合を除いて受
付時間内のご連絡をお願いいたします。

※ 総合窓口では申告・申請書等の受理、用紙の交付、納税、納
税証明書の交付などを行っております。

税務署にお越しの方へ

総合窓口の受付時間のお知らせ

月曜日から金曜日（開庁日）

【原則】９：００～１５：００
（上記時間内の来署に御協力をお願いします）

令和８年10月１日から

大東税務署

  の窓口での手続をご希望の場合は、

曜日（開庁日）

の上記の時間での来署に御協力をお願いします

月 木水

納税証明・納付手続

また、
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法人会自主点検
チェックシートは

こちら

- 適格請求書編 -

雲南法人会
電話番号　0854-45-0212

URL　　unnan-h@mic-hikari.jp
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島根支社　〒690-0003 島根県松江市朝日町498-6 日進松江ビル5F

法人会用フリーダイヤル 0120-876-505
2608003
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